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ALOS-2/PALSAR-2 データを使った 

西之島における衛星解析結果 
 

 

 

	

	

1.使用データ	

	 使用したデータは表１のとおり。	

表 1	 解析に使用したデータ	

	

2.強度画像解析結果	

	 2014 年 8 月以降に撮像された ALOS-2/PALSAR-2 の強度画像データを使い，陸域面積を算

出した（図 1）。その結果，旧西之島を含む陸域面積は 2014 年 8 月 9 日の約 1.4km2に対し

て，2015 年 3 月 1 日には約 2.6km2まで増加した。さらに，6月 7日には約 2.8km2まで増加

し，以降はほぼ横ばいで推移している。	

Path	

Frame	

軌道	

方向	

照射	

方向	
データ 1	 データ 2	

陸域面積	

変化率	
強度画像	 干渉ペア	

14-3081	

(SPT)	
南行	 右	

2015.03.06	 2015.03.20	 	98.9%	 図 2-ア	 図 5-ア	

2015.03.20	 2015.04.17	 102.7%	 図 2-イ	 図 5-イ	

2015.04.17	 2015.05.15	 102.9%	 図 2-ウ	
図 5-ウ	

2015.05.15	 2015.06.26	 104.7%	 図 2-エ	

2015.06.26	 2015.07.10	 	97.7%	 図 2-オ	 図 5-エ	

2015.07.10	 2015.07.24	 101.0%	 図 2-カ	
図 5-オ	

2015.07.24	 2015.08.07	 100.1%	 図 2−キ	

2015.08.07	 2015.08.21	 	99.3%	 図 2-ク	
図 5-カ	

2015.08.21	 2015.09.04	 101.8%	 図 2-ケ	

2015.09.04	 2015.09.18	 	98.5%	 図 2-コ	
図 5-キ	

2015.09.18	 2015.10.02	 	99.7%	 図 2-サ	

16-3070	

(SM1)	
南行	 右	 2014.09.29	 2015.08.03	 158.1%	 図 3-ア	 	

17-3070	

(SM1)	
南行	 右	 2014.08.09	 2015.09.05	 198.4%	 図 3-イ	 	

125-530	

(SM1)	
北行	 右	

2014.08.31	 2014.11.09	 143.3%	 図 4−ア	 	

2014.11.09	 2015.03.01	 121.9%	 図 4-イ	 	

2015.03.01	 2015.03.15	 	99.5%	 図 4-ウ	 	

2015.03.15	 2015.06.07	 106.5%	 図 4-エ	 	

2015.06.07	 2015.06.21	 101.2%	 図 4-オ	 	

2014 年 8 月から 2015 年 9 月にかけて，陸域面積は約 2 倍に拡大したが，2015

年７月以降は，面積の拡大はほとんど変化していない。	

SAR 干渉解析により，溶岩流出経路近傍において衛星視線方向伸張の位相変化が

認められる。	
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	 図 2 から図 4に，各観測モードに分けて加色混合法による結果を示す。	

	 2015 年 3 月 6 日以降，比較的高頻度で観測されているスポットライトモードの結果（図

2）では，6 月 26 日に顕著な陸域拡大が確認されてからは，ほとんど海岸線の変化はない

が，中央火砕丘付近に注目するとそこから海岸に向け不規則な地表変化が確認できる。こ

の結果は，継続して中央火砕丘付近から溶岩の流出が発生している証拠となる。また，約

1年前後の長期間の比較によれば，1.5 から 2倍陸域が拡大しており，南西方向を除く全方

位に拡大していることが分かった（図 3）。さらに，北行軌道による解析結果（図 4）によ

れば，急速に陸域の拡大が行われた 2014 年 8 月から 2015 年 3 月の拡張方向は，北側が主

体であるのに対し，それ以降 6 月末にかけては，主に南東側への拡大が顕著であることが

分かった。	

	

3.相関及び干渉解析結果	

	 2015 年 3 月以降，高頻度で観測されているスポットライトモード（分解能 3m）について，

干渉解析を試みた。地殻変動による位相変化を抽出するためには，地形データが必要なた

め，国土地理院技術資料 C1-No.453（撮像日：2015 年 7 月 28 日）を用いた。	

	 相関画像における青色部分は，該当ペアにおいて相関度が低い部分を示しており，おそ

らく溶岩流出に伴う地形変化が原因と考えられる。同ペアにおける干渉画像と比較すると，

溶岩流出部分に近接している場所において，衛星視線方向伸張の位相変化が確認できる。

これは，溶岩の移動により，その流路に近接した地表面が沈降している結果を検出してい

ると考えられる（図 5）。	
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図１	 西之島における陸域面積の時系列変化	

2014 年８月を基準とすると，2015 年３月初めには約 1.8 倍，2015 年６月初旬には，約２倍の面積

拡大があったことが分かる。図中のカラーは撮像パスの違いによる。	

	

14-3081（図 2,5）	
16-3070（図 3-ア）	
17-3070（図 3-イ）	
125-530（図 4）	
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